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週刊 脱炭素 DX ニュースウォッチ 2025（日経 XTech 編） 

第 20 号：2025 年 8 月 11 日（月）～ 2025 年 8 月 17 日（日）報道分  
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週刊 脱炭素 DX ニュースウォッチ 2025（日経 XTech 編）の第 20 号を配信いたします。 

月曜から日曜までの 1 週間に掲載された日経 XTech のオンライン記事から、「気候変動」や「脱炭素」、「再生可能エ

ネルギー」などについて情報・技術・イノベーション活用関連の記事をピックアップし、原則毎週月曜日に掲載しています。 

 

＜目次＞ 

▢ 8/11（月） 

▢ 8/12（火） 

▢ 8/13（水） 

▢ 8/14（木） 

▢ 8/15（金） 

▢ 8/16（土） 

▢ 8/17（日） 

 

ピックアップ記事一覧（全件） 

先週 1 週間（月～日）の気候変動、脱炭素、再エネについて情報・技術・イノベーション活用関連記事をピックアップし

た結果について、以下にその全件の記事を時系列で掲載いたします。 

*1) タイトル行をクリックすると日経 Xtech の該当記事 URL に移動しますが、記事を読むために日経 XTech の有料ア
カウントを契約している必要があります。 

*2) 各記事のタイトルに続いて、編集者が生成 AI（ChatGPT）と対話をしながら作成した数行の要約文章を記載し
ています。 

 

▢ 8/11（月） 

該当記事なし 

目次へ 

▢ 8/12（火） 

該当記事なし 

目次へ 

▢ 8/13（水） 

該当記事なし 

目次へ 

▢ 8/14（木） 

【8/14・日経 XT】 社長の疑問に答える IT 専門家の対話術 「社長が今すぐすべきこと」は 「現場が今すぐすべきこと」

だ ［第 299 回］ 谷島 宣之 日経 BP 総研 上席研究員 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/mag/nc/18/020900021/080500197/ 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/mag/nc/18/020900021/080500197/


本連載は次回で 300 回を迎えるにあたり、「社長が今すぐすべきこと」をテーマに意見を募ったところ、多くが「現場が今す

ぐすべきこと」と重なる点に気づいたと述べています。寄せられた意見は「進む先を自ら示す」「変革に注力する」「将来の担

い手を育てる」の三点に集約され、いずれも現場にも当てはまる内容でした。特に将来像の提示や人材育成は社長の責

務とされつつも、現場自らの主体性も不可欠とされています。次回は具体的意見を紹介する予定です。 

 

【8/14・日経 XT】 ニュース 時事 BIM による省エネ設計に最大 450 万円 東京都が助成事業、設計初期から設備

設計者の関与を促す 鈴木 健太郎 日経クロステック／日経アーキテクチュア 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/mag/na/18/00006/080400637/ 

東京都は BIM を活用した省エネ建築設計を推進するため、設計初期から設備設計者が参画するグループに最大

450 万円を助成する新事業を開始しました。環境解析ソフト導入費や専門家指導費などが対象で、解析結果を設計

に反映させることが条件です。建物の外皮性能や省エネ性能の評価に応じ助成率が決まり、最高で経費の 3 分の 2 が

補助されます。従来後回しにされがちだった設備設計を初期段階から取り入れることで、環境性能の向上を狙います。 

 

【8/14・日経 XT】 建設 DX の終わらない話 第 9 回 シンガポールの建築確認 DX 木村 駿 日経クロステック／日

経アーキテクチュア 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/mag/na/18/00256/080100009/ 

シンガポールは建築確認手続きを DX 化する新制度「CORENET X」を 2025 年 10 月から導入します。BIM モデル

を IFC-SG 形式で提出し、関係機関が共有・審査する仕組みで、自動モデルチェッカーにより申請前の自主チェックも可

能になります。従来 20 超あった承認段階を 3 段階に整理し、複数機関の審査をワンストップ化することで効率化を図り

ます。まず延べ面積 3 万㎡以上の新規案件に義務化し、1 年後には全案件に拡大する方針です。 

 

【8/14・日経 XT】 熱中症対策義務化の夏 酷暑の現場を救え 死者最多の建設業が迎えた、「熱中症対策義務

化」元年の夏 森 英寿 日経クロステック／日経アーキテクチュア 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/mag/na/18/00285/080100001/ 

2025 年夏、日本は熱中症対策義務化元年を迎えました。猛暑が常態化し、2024 年には熱中症による死傷者が過

去最多の 1257 人に達するなど深刻化しています。厚生労働省は 6 月から労働安全衛生規則を改正し、報告体制

や処置手順の整備を事業者に義務化しました。特に死亡災害が最多の建設業では、元請け・下請け双方に責任が課

され、違反時は罰則も科されます。現場ではウェアラブル端末や冷却機器、休憩環境の整備など多様な取り組みが広が

っており、義務化は建設業界の DX 推進にもつながりつつあります。 

目次へ 

▢ 8/15（金） 

該当記事なし 

目次へ 

▢ 8/16（土） 

該当記事なし 

目次へ 

▢ 8/17（日） 

該当記事なし 

目次へ 
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（技術士事務所 稲葉 IT ガバナンス研究所 脱炭素 DX モニタリング） 

週刊 脱炭素 DX ニュースウォッチ 2025 第 20 号：8/18 配信 

編集者：稲葉 裕一（principal@inaba-itgl.com） 

ご意見・ご要望やお気づきの点があれば、編集者までご連絡ください 
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